
 

暑い夏はプレイスで集団エコ・・・❤ 

７月は、西武文理大看護学科の教育実習や幼稚園見学会とたくさんの 

方々と子育てプレイス奥富の来所者の皆さんの関わりのあった月でも 

ありました。そして、また、先日の台風･･･。自然の力の前に 

なすすべもない程の豪雨･･･。青々とした稲も強い雨にたたかれ･･･ 

でも翌日にはしっかりお顔を上げていました。増々暑くなる８月･･･ 

集団エコ！プレイスに出かけ無事に乗りきっていきましょうね。 

 

 

★みつけた   (さく・え La Zoo)★ 

ほらほら まんまるまるちゃん・・・おかおになっちゃっ

た！！ 

あら・・・？こんどはね・・・ウーン どこどこまるちゃ

ん！ 

★はらぺこあおむし 

（エリック・カールさく  もりひさし え）★ 

おや？はっぱのうえにちっちゃなたまご・・・たまごはね、

おひさまがのぼって たべものをさがしに行きました・・・。 

すると、すると・・・お・た・の・し・み！！ 

 

 

先月号では「子育てとアタッチメント」と題して、子ザルが“ミルク”よりも“温か
さのあるもの”にくっつくというお話をしました。その続きです。 

7 月 11 日、アタッチメント研究で造詣の深い東京大学の遠藤利彦先生の講演「アタッ
チメント―生涯にわたる絆―」をＮＰＯのメンバーと一緒に聴きました。自分を守っ
てくれる特定他者にくっつく＝アタッチメントは、誰もが生まれつきもつ「恐怖管理・
安全確保のための心身の仕組み」であり、恐れや不安時に特定他者にくっつく経験を
基に、その他者を「安全基地」化し、何かあったらそこに接近できるという見通しに
支えられて、子どもは「自律的になり得る」という。くっついた人から、「崩れた感情
をなだめ、回復してもらう」ことによって、自他への基本的信頼感や自律性が育ち、 

またその人から「感情に寄り添い、映し出してもらう」ことによって、子どもは自分
の心の有りようを理解し、他者との共感性や思いやりを身につけていく。そのことに
よって、生きる力の基盤となる社会性を身につけ、他者としっかりつながり、集団に
溶け込んで生きていくことができる。その基盤を作る乳幼児期！私たち大人は“いま
そこで助けを求めている子ども”に寄り添い、確実な安全基地を提供しましょう！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人さやま保育 

サポートの会代表 諏訪きぬ 

 

       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※８月は夏休み、９月にまた見学会を行います。 

９月７日（月）ひかり幼稚園 ９月１０日（木）狭山けやき幼稚園 

９月１４日（月）狭山市立入間川幼稚園 

上記の見学会についてのご質問・お問い合わせはプレイス奥富のスタッフ迄 

★トイレでちっち 

 (たかてらかよ・ぶん  さこももみ・え)★ 

ゆっくとすっくはとってもなかよし。きょうもなかよくあ

そんでいると「もれちゃう・もれちゃう」くまのぺろりが

ね・・・。 

あれ・・・こんどはうさぎのふわれが「もれちゃう、もれ

ちゃう・・・」 はしっていったよ・・・どこへいくのか

な・・・。 

 

 

 

  

  

 

 

 
○質問にたくさんこたえていただき、とても助かりました。実際に通ったらどんな感じなのかイメージでき、よかっ

たです。 

○はじめて幼稚園見学をさせて頂きましたが、子ども達の普段の姿を見ることができよかったです。皆様と一

緒だったので、色々な質問も聞くことができ参考になりました。 

○とても広い園庭で、子ども達が自由に遊んでいたのがとても印象的でした。皆、自主性があるのかしっかり

している感じもしました。希望する子を皆入れてくれるのは、本当に有難いです。 

 

○説明中、子ども達を見ていて頂き、とても助かりました。ありがとうございます。園の子供たちが、こん

にちは、と元気にあいさつをしてくれたのが印象的です。園庭も広く、体操や英語の先生たちがいるの

も魅力的です。また見学させていただきたいです。 

○幼稚園の良さが分かってよかった。色々な行事や園での生活が見れたのもよかった。 

○園についてあまりよく知らなかったので、園長先生のお話を聞く事ができて、良かったです。クラスの人

数が少人数で、理想でした。しかし、学区の関係など考えると、幼稚園選びは難しいと感じました。 

 

見学に参加された方々の声 

 


